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【演習問題】右下図で，開口部１の相当開口面積が 0.02m2，開口部２の相当開口面積が 0.03m2，

開口部１の中心から開口部２の中心までの高さが 2.5m であるとする。この時，	

①室温 23℃，外気温 5℃の条件での１時間あたりの温度差換気による換気量	

②開口部１側の風圧係数 0.6，開口部２側の風圧係数-0.55，外部の風速 5.0m/s の条件での１時

間あたりの風力換気による換気量	

はどちらが，どのくらい多いか。ただし，次の関係式を用いて良いものとする。	

【平成 26 年度の定期試験問題より】	

Q =α ⋅A ⋅ 2 ⋅ ΔP
ρ

	 （Q：空気の流量［m3/s］，α：流量係数［単位なし］， A：開口部の面

積［m2］， ΔP：開口部前後の圧力差［Pa］， ρ：空気の密度［kg/m3］，）	

P = ρO − ρi( ) ⋅ g ⋅h 	 （ P：開口部内外の圧力差［Pa］，ρO：外気の空気の密度［kg/m3］，ρi：

室内の空気の密度［kg/m3］，h：開口部の中心から中世帯までの高さ［m］）	

P = C
2
⋅ ρ ⋅V 2

	 （ P：風圧力［Pa］，C：風圧係数［単位なし］，V ：風速［m/s］）	

ρ
ρO

=
TO
T
（ TO：外気の絶対温度［K］， T：空気の絶対温度［K］）	
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